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１．目的  

 平成 26 年 3 月に JIS A 5308 が改正公示され，回収骨材の取扱いが新設された．8.5 の新設では，自工場で出

荷した生コンクリートに限り，一般に回収骨材を 5％以下（A 法），バッチごとに管理が可能であれば 20％以

下（B 法）まで回収骨材に置き換えられるようになった．また，JIS での規定は新設されたものの JASS5 での

規定はなく建築構造物での回収骨材の使用は認められていないのが現状である．一方，戻りコンクリート（以

下，戻りコンと称す）から発生するスラッジ水および回収骨材の取扱いに関しては業界の大きな課題となって

いる．回収骨材では，回収粗骨材は原骨材とほぼ同等であることが多数報告されている一方で，残留したセメ

ント分を完全に取り除くことは困難であることから，コンクリートの品質に影響を及ぼすと危惧されている 1）．

そこで本研究では，複数工場から集積した回収細骨材の基礎物性に関し JIS 規格との比較を行った．また，回

収細骨材に付着したセメント量の計測，アルカリシリカ反応試験（以下，ASR と称す）を実施し，複数工場

から集積することによる弊害の有無を検討した． 

２．回収骨材の製造方法 

 回収骨材の製造方法は，戻りコンを洗浄後

に 1 次洗浄振動ふるい（7-26mm）で分級し，

7mm ふるいに留まるものを回収粗骨材とし

た．更に 7mm ふるいを通過したものを 2 次

洗浄振動ふるい（1mm），湿式サイクロンお

よび 3 次洗浄振動ふるい（0.7mm）の処理工

程により回収したものを回収細骨材とした． 

３．原骨材の物性値および試験項目 

 原細骨材の物性値を表-1 に，試験項目を

表-2 に示す．表-1 より，3 工場から戻りコ

ンの集積を行っている．表-2 より，各骨材

試験は JIS および NDIS に準拠して行った．

尚，ふるい分け試験の比較では，複数工場の

原細骨材の平均値とした．一方，付着したセ

メント分の測定方法には，使用骨材に石灰系

の骨材を使用している為，「グルコン酸ナト

リウムによる硬化コンクリートの単位セメン

ト量試験」を採用した．グルコン酸ナトリウ

ムを用いた定量方法を図-1に示す．この試験

は，所定濃度のグルコン酸ナトリウム溶液を

用いて，コンクリート粉末試料中のセメント

のみを溶解し，その溶解量から単位セメント量を算出するものである 2）．また，回収細骨材に付着したセメン

ト分に関しては，規格等がない為，自工場の回収細骨材と比較した． 
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約90℃熱水を935ml計量、Ｇｒ酸

Ｎａ165ｇ入れ、攪拌し質量濃度

15％の溶液を調整した。

溶液をメスシリンダーに300ｍｌ

計り、500ｍｌビーカーに注ぐ

ろ紙5種Ｃを用いてろ過する。熱

水により洗浄、その後、常温のア

ンモニア水（1+1）で洗浄する。再

度、熱水で洗浄した。

スターラーを用い、溶液を30分

間攪拌し、粉末試料中のセメン

ト分を溶解する。60±5℃に保

つ。

残留物をろ紙ごと500±25に保っ

た電気炉に投入し、2時間強熱す

る。その後、デシケータ内で放冷

し、残留物の質量を計る。

図‐1. セメント付着物の定量方法 

表‐1 原細骨材の物性値 

密度（絶乾） 吸水率 微粒分量 ＦＭ ＡＳＲ

ｇ/ｃｍ3 ％ ％ - 判定
山砂 2.52 - - 2.10
砕砂 2.66 - - 3.40
山砂 2.58 - - 2.47
砕砂 2.63 - - 3.09
山砂 2.58 - - 2.65
石灰砕砂 2.67 - - 2.45

B工場

C工場

Ａ

工場
物性値

複数工場

A工場

種類

表‐2 試験項目 

砂利及び砂 砕石及び砕砂

密度試験（ｇ/ｃｍ3） JISA1109 2.5以上 2.5以上

吸水率試験（％） JISA1109 3.5以下 3.0以下

ふるい分け試験 JISA1102 - -

微粒分量試験（％） JISA1103 3.0以下 9.0以下

Gr酸Naによる硬化コンクリートの単位セメント量試験方法 NDIS 3422 - -

アルカリシリカ反応試験（化学法）ｋｇ/ｍ3 JISA1145 - -

細骨材

JIS規格値

規格試験項目
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4．試験結果および考察 

4.1 密度および吸水率 

 回収細骨材の密度試験結果を図-2 に，回収細骨材の吸水率試験結

果を図-3 に示す．図-2 より，回収細骨材の絶乾密度の値は，JIS 規

格を満たした．また，図-3より，回収細骨材の吸水率の値も砂およ

び砕砂の JIS 規格を満たした．しかし，絶乾密度や吸水率はセメン

ト分および微砂等の付着により，変動すると考えられた為以下を行

った． 

4.2 微粒分量 

回収細骨材の微粒分量試験結果を図-4に示す．図より，砕砂の JIS

規格は満たしたものの，砂の JIS 規格は一部のサンプルで超過した．

これは，セメント分の付着および微砂により微粒分量が大きくなっ

た為と考えられる．また，回収骨材は，「微粒分量が原骨材の微粒分

量を超過してはいけない」との規定に関しては，今回は確認できな

かった．  

4.3 粒度 

回収細骨材の粗粒率を図-5 に示す．図より，原細骨材の平均値と

比較すると，粗粒率は大きくなった．セメント分や微砂等の付着に

より粗粒率が大きくなったものと考えられる． 

4.4 セメントの付着量 

複数工場から回収した回収細骨材と自工場で回収した回収細骨材

の比較から，セメント付着分は 10.53％と 10.15％であり，ほぼ同等の

結果であった． 

4.5 アルカリシリカ反応性 

 アルカリシリカ反応性試験結果は，無害であった． 

5. まとめ 

複数工場から集積した回収細骨材と JIS 規格の比較した結果． 

1）密度，吸水率は JIS 規格を満たした． 

2）微粒分量は，砕砂の JIS 規格は満たしたものの，砂の JIS 規格は一部

超過した． 

3）粗粒率は平均値より大きくなる傾向であった． 

4）回収細骨材に付着したセメント分は，複数工場から回収した回収細骨

材と自工場で回収した回収細骨材はほぼ同等であった． 

5）アルカリシリカ反応試験結果は，無害であった． 

従って，複数工場から集積することによる弊害は確認されなかった． 
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図‐2. 回収細骨材の密度試験 
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図‐3. 回収細骨材の吸水率試験 
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図‐5. 回収細骨材と粗粒率の関係 
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図‐4. 回収細骨材の微粒分量試験 
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